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＜会社概要＞
本　社 東京都文京区本郷四丁目９番２５号
営業所 宇都宮営業所　仙台営業所
工　場 宇都宮工場　　岩瀬工場　　
設　立 １９６３年３月
資本金 ３２億９,５８９万３,０００円
従業員 １４０名（外派遣社員５７名）
事業内容 スパンクリート事業 不動産事業

＜沿　　革＞
６３年　３月 設立　　資本金１千万円

　　　 商号　スパンクリート製造株式会社
６４年　２月 宇都宮市に生産設備完成 営業開始
８３年　３月 スパンクリート合成床工法 販売開始
８９年１１月 茨城県岩瀬町（現桜川市）に岩瀬工場完成
９１年　２月 社名を現社名に変更
９１年　９月 株式を公開日本証券業協会店頭登録（ＪＡＳＤＡＱ）
０４年　３月　　 明星プレテック㈱の株式を１００％取得
０５年　５月　　 宇都宮工場・岩瀬工場・設計部　ＩＳＯ９００１取得
０６年　３月　　 プレテック㈱解散
　　　１０月　　 普通株式１株を２株に分割

会社概要及び沿革
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工場

宇都宮工場　
生産能力 　約50,000㎡/月　（18,608坪）

岩瀬工場　　
生産能力 　約12,000㎡/月　（19,638坪）



㈱スパンクリートコーポレーション
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スパンクリート製品概要
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スパンクリート製品
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スパンクリート生産
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スパンクリートの主な用途

２８％ ５３％

１８％

１％

建築床

建築壁

土木　壁床

その他
・新幹線の防音壁
・プラットホーム
・駅舎コンコース
・高架橋

・物流倉庫
・工場
・店舗ビル
・学校

・超高層マンション
・物流倉庫
・工場
・駐車場

用途比率（数量）
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スパンクリートの主な販売先
（建設会社）

建設会社別

４７期実績ベース
４６期実績ベース

準大手
　　　　２９％

大手 ５社
　　　　３３％その他　３８％

準大手
　　　　４４％

大手 ５社
　　　　２１％

その他　３５％

・鹿島建設㈱

・清水建設㈱

・大成建設㈱

・㈱大林組

・㈱竹中工務店

・前田建設工業㈱

・三井住友建設㈱

・戸田建設㈱ 　　

・西松建設㈱ 　　　　　

・五洋建設㈱

・㈱錢高組

・㈱奥村組

・大和ハウス工業㈱

・鉄建建設㈱

　　　　　　　　　　他
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スパンクリートの工事
床板の工事 壁板の工事
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　　大型マンションの実績

プラウドシティ練馬 市川駅南口地区 クレッセント川崎タワー CHIBA CENTRAL TOWER
第一種再開発事業Ａ・Ｂ街区
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スパンクリート使用例　外壁

ＪＡいみず野小杉低温倉庫

東京都中央区 富山県射水市

月島倉庫
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スパンクリート使用例　外壁

茨城県水戸市

群馬県前橋市

県立前橋商業高等学校東横イン敦賀駅前

福井県敦賀市

茨城県信用組合　　　　　　
ローンセンタークレオパトラ
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スパンクリート使用例防音壁

北陸新幹線金沢駅付近東北新幹線膝森付近　

九州新幹線緑川付近　 成田新高速鉄道印旛沼付近　
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　　スパンクリート販売戦略

●壁板の増販

●新幹線の防音壁の確実受注

●集合住宅の安定受注体制の構築

●新製品の開発と拡販

４２％

２２％

３４％

２％ 用途比率（利益率）

２８％ ５３％

１８％

１％

・新幹線の防音壁
・プラットホーム
・駅舎コンコース
・高架橋

その他用途比率（数量）

建築壁

・物流倉庫
・工場
・店舗ビル
・学校

・超高層マンション
・物流倉庫
・工場
・駐車場

建築床

土木　壁床
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　　壁板増販のための戦術

　●他部材と比較してコスト高というイメージの払拭

●大型倉庫をターゲットに

　　　　スケールメリットを生かす　

　●ワイドパネル（幅広板）を

　　　　　　　　優先的に折り込む
西町運輸倉庫㈱岩槻配送センター
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新幹線整備路線（２００９年１月現在）他

成田新高速鉄道ルート
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スパンクリート集合住宅受注の推移
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新製品の開発とその後の展開
■ワイドパネル ■Ｍスラブ ■トンネル天井パネル

■Ｊスラブ ■外断熱パネル ■デザインパネル
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■ワイドパネル（特長・・・従来の２倍の大きさのため施工スピードが早く工期短縮）

新製品の開発とその後の展開

現在の施工状況

軽量化

（厚さを薄くする）

ＣＲＥ市川物流センター

京儀倉庫

ラウンドヒルキャピタルパートナーズ東扇島

（厚さ１００m/m)

（厚さ１２０m/m)
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■Ｍスラブ （特長・・・鉄筋を入れ強度が大幅にアップしたスパンクリート板）

新製品の開発とその後の展開

ホームドア設置駅

東急東横線　元住吉駅

成田新高速鉄道　京成日暮里駅
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新製品の開発とその後の展開

■道路トンネル用天井パネル
（ＳＴＣパネル・・・トンネル火災時の爆裂防止対策パネル）

繊維
スパンクリート
トンネル天井板

関門トンネル

夢咲トンネル
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■Ｊスラブ工法

スリットタイプ

新製品の開発とその後の展開

（特長・・・現場での床のコンクリート打設が不要のため工期短縮）　

改良工法

リガーレ日本橋人形町

平成２０年３月竣工

これまでの工法
（平成１５年８月特許取得） （平成１９年９月特許取得）

定着板タイプ

現場作業の工程短縮
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■外断熱パネル 　（特長・・・コンクリートと断熱材（ポリエチレン）の一体成型板）

新製品の開発とその後の展開

■デザインパネル （特長・・・自由な意匠が可能）

外断熱パネル

デザインパネル

一体化 日本大学文理学部図書館棟
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業績概況
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事業のセグメント売上高　
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事業別概況
単位：百万円

％

上期 通期 上期 通期

売上高 ２，１３４ ４，１９９ １，９７２ ４，０８９ 　９４

営業損益 ５２ ８６ ５３ ７８ ３６

売上高 １２６ ２５１ １２９ ２６１ 　　６

営業損益 ７０ １３７ ６８ １３８ ６４

売上高 ２，２６０ ４，４５０ ２，１０１ ４，３５０ １００

営業損益 １１７ ２１３ １１６ ２０６ １００

０９年３月期

スパンクリート事業

不動産事業

その他共合計

０８年３月期
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スパンクリート事業
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スパンクリート生産・出荷・売上　数量比較
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不動産事業
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所有賃貸ビル

台東区
台東オリエントビル

新宿区
３０山京ビル

文京区
駒込スパンクリートビル

８階建　１,４６６.４㎡ ８階建　１,８８７.１㎡ ９階建　１,６２１.５㎡
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所有賃貸ビル（３棟）平均稼働率
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不動産事業利益実績

145 137 138

100

150

200

０７年３月期 ０８年３月期 ０９年３月期

百万円

６.５％　　　　　　　　６.４％　　　　　　　 ６.７％　　　≪賃貸ビル３棟の投資利回り≫

≪賃貸ビル３棟の

　　　　　簿価に対する利回り≫
１０.１％　　　　　　　　９.７％　　　　　　　 １０.４％　　
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財務状況
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比較貸借対照表 <資産の部> 
単位：百万円

０８年３月期 ０９年３月期 増減 摘要

流動資産 ３，９８３ ３，８６０ ▲１２３

　　現金及び預金 １，９１７ １，５８７ ▲３３０

　　売掛債権 １，１９７ １，３１５ １１８

　　有価証券 ５４５ ５８８    　   　 ４３

　　たな卸資産 １５３ １５８ ５

　　未成工事支出金 １０９ １２８ １９

　　その他 ６０ ８１ ２１

固定資産 ６，５００ ５，８６８ ▲６３２

　有形固定資産 ４，６６９ ４，５６０ ▲１０９

　　建物・機械 １，５４７ １，４５８ ▲８９ 設備投資72　減価償却費▲156

　　土地 ３，１１４ ３，０９９ ▲１５ 赤羽社宅跡地の減損

　　その他 ６ １ ▲５ 建設仮勘定

　無形固定資産 ２３ １２ ▲１１ 設備投資5　減価償却費▲16

  投資その他 １，８０８ １，２９６ ▲５１２

　　投資有価証券 １，５４３ １，０５７    ▲４８６ 売却および時価の下落等で減少

　　その他 ２６４ ２３８ ▲２６

資産合計 １０，４８３ ９，７２８ ▲７５５
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比較貸借対照表<負債の部> 
単位：百万円

０８年３月期 ０９年３月期 増減 摘要

流動負債 １，６７１ １，５４７ ▲１２４

　　買掛債務 ２２２ ２５５ ３３ 支払手形は発行しておりません

　　短期借入金
（１年内返済長期借入金含む）

１，０００ ８７５ ▲１２５
短期借入金800
長期借入金　75

　　未払費用・未払金 １８２ ２８７ １０５

　　未成工事受入金 １１２ ５４ ▲５８

　　その他 １５４ ７５ ▲７９

固定負債 ９７２ ８１６ ▲１５６

　　長期借入金 ７５ 0 ▲７５

　　長期未払金 １００ １２ ▲８８

　　再評価に係る繰延税金負債 ６９３ ６９３ ０

　　その他固定負債 １０３ １０９ ６

負債合計 ２，６４４ ２，３６３ ▲２８１
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比較貸借対照表<純資産の部>
単位：百万円

０８年３月期 ０９年３月期 増減 摘要

純資産の部 ７，８３９ ７，３６５ ▲４７４

　株主資本 ８，１０２ ７，４６０ ▲６４２

　　資本金 ３，２９５ ３，２９５ ０

　　資本剰余金 ３，７１０ ３，７１０ ０

　　利益剰余金 １，３７３ ７７２ ▲６０１
配当▲６３　損失▲２２５
土地再評価差額金取崩▲３１２

　　自己株式 ▲２７７ ▲３１７ ▲４０ 取得 １８７千株

　評価・換算差額等 ▲２６３ ▲９５ １６８

　　有価証券評価差額金 ▲２８ ▲１７３ ▲１４５
含み損 ▲１７３
（前々期含み益 ５０５）

　　土地再評価差額金 ▲２３４ ７７ ３１２ 取崩３１２

負債・純資産合計 １０，４８３ ９，７２８ ▲７５５

・自己資本比率　　　７４．８％　　　　７５．７％　
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比較損益計算書

０８年３月期 ０９年３月期 増減 摘要

売上高 ４，４５０ ４，３５０ ▲１００
スパンクリート事業 ▲110減収
不動産事業　   　 　　　10増収

　　売上原価 ３，６５５ ３，５７１ ▲８４

　　一般管理販売費 ５８１ ５７２ ▲９

営業外収益 １５０ １０９ ▲４１

営業外費用 ６４ ４５ ▲１９

経常利益 ２９９ ２７０ ▲２９

特別損益 ▲５５ ▲５０３ ▲４４８
投資有価証券の評価損 ▲395
固定資産除却損 ▲16外

税引前当期純利益 ２４４ ▲２３３ ▲４７７

法人税・住民税 １３１ １２ ▲１１９

法人税等調整額 ▲１６ ▲２０ ▲４

当期純利益 １２８ ▲２２５ ▲３５３

スパンクリート事業 ▲8減益
不動産事業　　　　　　1増益営業利益 ２１３ ２０６ ▲７

単位：百万円
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株主資本等変動計算書
単位：百万円

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前期末残高 3,295 3,710 1,373 ▲ 277 8,102
　剰余金の配当 ▲ 63 ▲ 63
　土地再評価差額金の取崩 ▲ 312 ▲ 312
　当期純損失 ▲ 225 ▲ 225
　自己株式の取得 ▲ 40 ▲ 40
変動額合計 ▲ 601 ▲ 40 ▲ 641
当期末残高 3,295 3,710 772 ▲ 317 7,460

株主資本

有価証券評価差額金 土地評価差額金 純資産合計

前期末残高 ▲ 28 ▲ 234 7,839
　株主資本の変動額 ▲ 641
　株主資本以外の変動額 ▲ 144 312 167
変動額合計 ▲ 144 312 ▲ 474
当期末残高 ▲ 173 77 7,365

純資産
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同業（コンクリート二次製品）他社比較
当　社 F　社 N　社 T　社

JASDAQ 大証二部 大証二部 JASDAQ

売上高（百万円） 4,350 22,672 17,756 12,475 15,295

営業利益（百万円） 206 ▲ 1,314 246 409 50

経常利益（百万円） 270 ▲ 1,323 200 273 29

当期純利益（百万円） ▲ 225 ▲ 1,661 51 151 ▲ 162

総資産（百万円） 9,728 23,979 20,700 17,003 17,470

純資産（百万円） 7,365 3,740 7,687 6,261 5,883

現金同等物残高（百万円） 1,873 2,922 1,487 1,720 1,088

自己資本当期純利益率（％） ▲ 3.0 ▲ 35.9 0.7 2.4 ▲ 3.9

総資産経常利益率（％） 2.7 ▲ 5.8 1.0 1.7 0.4

売上高営業利益率（％） 4.8 ▲ 5.8 1.4 3.3 1.1

自己資本比率（％） 75.7 15.6 37.1 36.8 30.6

1株当たり純資産（円．銭） 913.11 210.94 329.34 714.22 383.11

１株当たり配当金（円） 4 無配 2 10 4社無配

期末株価（円） 210 55 155 131 112

PBR 0.23 0.26 0.47 0.18 0.29

  上場会社13社
平均
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当社を取り巻く環境
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大手５０社建設工事受注高推移
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原材料購入単価指数推移

50

60

70

80

90

100

110

120

130

140

セメント 100 89 83 80 80 76 76 76 76 79 82 107

砂 100 85 75 74 70 67 64 63 63 67 69 85

砂利 100 81 76 66 65 60 59 58 58 61 63 83

ＰＣ鋼線 100 100 96 90 89 87 87 93 99 100 101 127

９８年
３月
期

９９年
３月
期

００年
３月
期

０１年
３月
期

０２年
３月
期

０３年
３月
期

０４年
３月
期

０５年
３月
期

０６年
３月
期

０７年
３月
期

０８年
３月
期

０９年
３月
期

セメント

PC鋼線

砂

砂利

指数 ９８年３月期期中平均を１００とする



㈱スパンクリートコーポレーション

前回不況（９０年代）と今次不況との比較

前回（９０年代）不況 今次不況

不況の範囲
バブルの崩壊による国内不況
（１０年以上の長期不況）

米国を引き金とした世界不況
（深度と期間不透明）

建設需要

民間需要（工場、倉庫等）は漸減
（１０年間で１/２に）
公共工事が一時下支え
新幹線プロジェクトは谷間
首都圏マンション需要のみ堅調
（４０千戸/年～８０千戸/年）

民間需要は今後急減少予想
（計画の延期、中止）
公共工事は漸減（政策テコ入れ期待？）
新幹線は北陸を中心にある程度期待
マンション需要は急減
（８０千戸/年⇒４０千戸/年）

当社出荷売上数量
ピーク60千㎡/月（92年度）から
ボトム30千㎡/月（98年度）へ減少

2008年度51千㎡/月から2009年度
30千㎡/月へ減少見込、2010年度は不透明

当社販売価格 原材料価格を上回るスピードで下落 当面横這いながら今後引き下げ圧力

当社原材料価格 なだらかな下落
2008年度急騰後高止まり
（セメント・砂・砂利は更に値上げの動き）

雇用構成
本社、工場とも大半は社員
（構えの調整遅れ）

本社は大半が社員、工場の社員比率は
6割程度（構えの調整はある程度可能、
但し一部の派遣社員は不可欠の戦力）

新製品開発動向 大半が試作段階 一部戦力化、引き続き努力の要
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現状認識

○景気が大幅に悪化、建設需要も大きく減退する中、原材料費は高止まったままで、

　　極めて厳しい経営局面が到来。　しかも長期化必至。　

○１０年前の再生計画時の環境に酷似。（あるいはそれ以上の危機となるリスクも）

　⇒構えの迅速な調整の要

○新幹線の防音壁が受注面で下支え（向こう３～４年７０千㎡）。

○新製品の商品化に一部成功、今後の戦力化に努力の要。
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受注見通しと損益分岐点

○　再生計画時　　 　９９年度の損益分岐点数量　　３２千㎡／月　　 （３５千㎡／月）

○　０６年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２千㎡／月　　 （５４千㎡／月）

○　０７年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０千㎡／月　　 （５２千㎡／月） 　　

○　０８年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９千㎡／月　　 （５１千㎡／月）

今期の出荷予測　第２四半期以降３０千㎡／月　⇒　構えの縮小、損益分岐点引き下げ

09年度予測 月次 30～35千㎡

99年度実績 月次 35千㎡
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取り組むべき課題

　　減収（数量減）でも利益の出る体制の構築（月産30千㎡体制）。
　　○営業粗利益率の向上

　　　・付加価値の高い新製品の拡販

　　　・利益率の高い壁板の拡販（壁は合成床の３倍）

　　○本社費のスリム化

　　　・人員の削減（工場への配置転換　⇒　工場のフレキシブルな雇用体制を利用）

　　　　　　　　　 　　（雇用調整助成金の活用　⇒　本社・工場とも一時帰休の実施）

　　　・聖域のない経費削減

　　○製造コストの引き下げ

　　　・最適生産効率の追求（工場集約、一部休止）

　　　・品質向上（歩留まり率向上）

　　　・原材料費の引き下げ（ハードネゴ）

　　　・NPSの活用（リードタイム短縮、生産性向上、段替え時間の短縮　、ｅｔｃ）
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１０年３月期見通し

単位：百万円

０９年３月期実績 １０年３月期見通し

売 上 高 ４，３５０ ３，１００

営業利益 ２０６ ８５

経常利益 ２７０ １０５

当期純利益 ▲２２５ ５０

※前述方策を総動員しても収益確保には相当の努力を要し、
ハードルが高いものと認識
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資本政策
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一株あたり純資産・株価（ＰＢＲ）推移
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※０６年１０月１日付で１株を２株に分割

１株当たり配当金（円） 配当性向（％）

０２年３月期 　　　　　　  ６ １６６．２
０３年３月期 　　　　　　  ８        ３２．７
０４年３月期 　　　 　　 　８ １６．２
０５年３月期              １０ ５０．２
０６年3月期              １２ ２９．１
０７年3月期 　　※　   　８ ４０．８
０８年3月期 　　　　　　  ８ ５０．１
０９年3月期 　　　　　　  ４ -

利益配分に関する基本方針

配当状況

企業体質の強化と今後の事業展開への備えを図りつつ、業績及び

配当性向等を総合的に勘案し、安定的・継続的な配当を実施する
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資本政策の推移
《自己株式の消却》

　　２０００年度～２００３年度　　　　１，５８８千株　　　４８２百万円

《自己株式の取得》

　　２００４年６月～２００８年３月　　　 ７５５千株　　　６６９百万円

　

　 《自己株式の処分》

　　　　２００７年２月　　　　　　　　　　　　 　３６３千株　　　１３７百万円

　　　　

　　《１単元株式数の引き下げ》

　　　　２００５年１１月１日付で１，０００株を１００株に変更

　　《株式分割》
　　　　２００６年１０月１日付で１株を２株に分割

２００８年７月～２００９年３月　　　 １８７千株　　　　４０百万円

２００９年５月　　　　　　　　　 　　　 １７６千株　　　　３２百万円
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ご清聴ありがとうございました


